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１ 動機 

 東側を駿河湾に、西側を相模湾に面した伊豆半島は、静岡県の東端にある。フィリピン海プレート

に乗って南方から移動してきた陸地が、100 万年前に本州とぶつかってできた伊豆半島には、全世界

でも類例の少ない貴重な地形が数多く知られ、このような地形の中には、観光地になっているものが

あれば、学術的に保護されているものもある[出典 1]。白田川は東伊豆町を流れる河川であり、その

上流では硫黄の採掘が行われていた。江戸時代に起源を持つ白田川の硫黄採掘は、下流住民の生活用

水に悪影響を与え、陳情の記録が残っているものとしては日本国内初とされる公害問題を引き起こし

た[出典 2],[出典 3]。しかしながら、明治 20 年以降は採掘を行っておらず、近現代以降これらの伝

承を検証した知見は少ない。私たちは、白田川に水面が青白色に見える地点のあることに興味を持っ

て研究を始め、やがて硫黄の産出を検証し、合わせて周辺の水質調査を行うことにした。 

 

２ 方法 

 白田川の青白く見える地点では、硫黄コロイドによる光の散乱が起きていると、私たちは予想した。

そこで、本当に硫黄が産出しているか疑問を持ったので、硫黄の採掘跡から流れ出る白色の粉末を含

んだ泥と水を持ち帰り、下田高校化学室で分析した。また、試薬の硫黄を使って、青白く見える水の

再現を試みた。現地での水質調査は、ポータブル pHメーターを使って白田川各地で行った。 

 

３ 成果 

 車両通行止めのある水源かん養保安林入口から徒歩 2時間の場所に硫黄採掘跡を見つけた。付近の

水質調査を行ったところ、硫黄採掘跡近くの水は pH=3.4の酸性であり、白田川本流の水は、白田浄水

場までに pH=7.4 となって、その間で中性になることが分かった[図 1]。支流には、pH が 6 以下の酸

性の水が流れるものと、pHが 6以上 8以下のほぼ中性の水が流れるものの両方があった。 
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[図 1] 現地での水質調査 

 



 硫黄採掘跡から流れ出る白色の粉末を含んだ泥には、硫黄が含まれていた。このことは、採取場所の近く

で硫化水素や二酸化硫黄といった硫黄化合物に特有の匂いがしたこと、有機溶媒の二硫化炭素で抽出すると

採取した泥から黄色の固体が得られたこと[図2]、塩基性加熱下で鉛（Ⅱ）イオンを作用させると硫化鉛（Ⅱ）

ができた場合と同じ黒色沈殿が生成したことによって確かめることができた[図 3]。また、泥に含まれてい

る硫黄は、質量比で約３割であった。この数値は、加熱で二酸化硫黄にするか、有機溶媒の二硫化炭素で抽

出するかして、試料に含まれる硫黄を除去する 2通りの実験で求めた[図 4]。さらに、金属塩の沈殿を観察

することで、硫黄採掘跡から流れ出る水には硫酸イオンや硫化物イオンが含まれることを明らかにできた。

以上から白田川の水に硫黄が流れ出していることは確実と考え、試薬の硫黄を使って硫黄コロイドのコロイ

ド溶液を作成し、光の散乱による色彩変化を観察したところ、光を当てた下部が青白く見えることを観察で

きた[図5]。 

    

[図2] 黄色の固体 [図3] 黒色沈殿 [図4] 硫黄の定量 [図5] 光の散乱 

 

４ 考察 

 私たちの研究では、白田川の水が何か特別なのではという噂の一端を検証し、水が青白く見えるのは硫黄

コロイドのためだと明らかにできた。白田川のさらなる調査を計画中であり、次回の探検では、硫酸イオン

や硫化物イオンのパックテストを使った調査や、硫黄坑第一号坑よりも上流には何があるのかといった調査

をしたいと考えている。 

 硫黄は原子番号16の非金属元素であり、その単体は天然に産出する。現在、硫黄は石油や石炭の脱硫装置

から得られており、将来、白田川上流が硫黄採掘所として開発される可能性は少ない。現在の白田川は水質

も安定しており、白田浄水場の水が東伊豆町の大半の上水道を支えている[出典4],[出典5]。私たちの研究

で、白田川の青白く見える水が再現できたので、もっと安心して白田川と共存していく方策を考えていきた

い。 

 

５ 参考 

[出典1] 伊豆半島ジオパーク （https://izugeopark.org/ ） 

[出典2] 白田の硫黄鉱山跡を訪ねる （http://kodou.lolipop.jp/iou-mine.htm ） 

[出典3] 平成30年第２回（６月）定例会 東伊豆町議会会議録 

（https://www.town.higashiizu.shizuoka.jp/bg/town_gov/upload/gik_giziroku201806_teirei2.pdf ） 

[出典4] 東伊豆町水道事業ビジョン 

（https://www.town.higashiizu.shizuoka.jp/bg/life/upload/sui_vision.pdf ） 

[出典5] 平成21年度水生生物生息状況等調査業務委託（白田川）報告書 

（http://www.pref.shizuoka.jp/kankyou/ka-050/sui/suiseiseibutu/documents/21shiratagawa.pdf ） 
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